


































成を可能にしたものは、 （カトリックのフランスとの対抗関係において）プロテスタンティズムであったとする。これにたいして一九世紀のアイルランドでは、 （プロテ タントのイギリスとの対抗関係において）カト シズム ナショナルな解放運動が一体となり、一八八〇年代以降 カトリック＝ナショナリスト／プロテスタント＝ユニオニストの構図が定着したとされる［
Connolly 2007 ］ 。ただ
し、キリスト教の特定の宗派のアイデン ィティが、特定のネーションのアイデンティティの基盤を提供し かつ強化しえたという単線的な図式 妥当性については、常に一定の留保を設けておく必要があるだろう。ポーラ ドを例にとれば、一九世紀前半のプロイセン領ポーランドの都市ポーゼン（ポズナン）では、カトリックとポーランドの、またプロテスタントとドイツのアイデンティティ 接合がそれぞれ進展したとされる一方で［
Alvis 2005 ］ 、一九世
紀末～二〇世紀初頭のドイツ領ポーランド・上 ュレ ジ
エン（シロンスク）地方では、カトリック信仰は必ずしもポーランド・ナショナリズムへの支持には結びついていかなかったと指摘されている［
Bjork 2008 ］ 。
　
このように、宗教、とくにキリスト教が、近代ヨーロッ
パのナショナリズムの発展に何らかの形で影響を与えたことは確かであるにしても、その個別具体的なありようについては、なおも検討の余地が多く残されているように思われる。そこで本シン ジウムでは、両者の関係性についての抽象的ないし固定的な把握にとらわ ることなく、広くキリスト教にまつわる人々の思考や行動が、 様々 歴史的 ・社会的文脈に規定されつつ何らか 形でナショナリズムにかかわっていった、 その多彩 あり方 着目していきたい。具体的には、正教とギリシア・ 、プロテスタントとアフリカ植民地のナショナリズム、カトリックとスロヴァキア・ナショナリズムにかんする個別事例を取り上げ、それぞれのケースにおけるキリスト教とナショナズムとの錯綜した関係性に光をあてることを目指す。そこから、大きく「宗派」や「ネーション」 った包括的な分析枠組みに回収されることによって、かえって不可視化されてしまうような、人々の意識や行動、 「アイデンティティ」なるものの実態に近づく ができればと考え いる。
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lvis, R
., R




























































































18 (1), 2012, 
pp. 2-20.
Colley, L., B
ritons: Forging the N
ation 1707–1837 , Yale 
U





































erts , Stuttgart, 2007, s. 119-134.
H
ayes,  C., N
ationalism
: A R
eligion , M
acm
illan, 1960.
（本学文学部特任准教授）
